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1浅野一郎先生　略歴及び研究業績
略歴
1947年８月　東京に生まれる
1972年３月　東京教育大学文学部英語学英文学専攻卒業
1974年３月　東京教育大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程修了
（文学修士）
1975年３月　東京教育大学大学院文学研究科英文学専攻博士課程退学
1975年４月　宇都宮大学講師教育学部
1982年４月　宇都宮大学助教授教育学部
2000年４月　宇都宮大学教授教育学部
在外研究
1974年６月～８月
アメリカ言語学会夏期講習会（マサチューセッツ州立大）
1983年６月～８月 
 アメリカ言語学会夏期講習会（カリフォルニア大学 LA 校）
1993年７月～1994年４月 
 文部省在外研究員（オハイオ州立大学及びブリティッシュ・コロンビア大学）
所属学会
日本英語学会，日本英文学会，アメリカ言語学会
学会・社会活動
1996年４月～2000年３月
  日本英語学会 English Linguistics 編集委員
2007年４月～2013年３月
 日本英語学会評議員
2004年８月～2006年７月
 全国大学高専教職員組合中央執行委員会副委員長
教育活動（2012 年度）
［学部担当科目］
 英語学基礎演習（旧音声学）I,II ，英語学特殊講義A, B
2［大学院担当科目］
 新言語学研究
［共通教育担当科目］
 新入生セミナー，Advanced EnglishⅠ
主要研究業績
［著書］
1 『新英語学辞典』 1982 年 11 月 .　項目執筆 .　　研究社 .
2 『照応と削除』 1990 年 6 月 .   今西典子と共著 .　 大修館書店 .
3 『言語学研究入門』―生成文法を学ぶ人のために―　
  2002 年 4 月 .　大津他 ( 編 ) 分担執筆 .　　研究社 .
［論文］
1   A Note on the Environment of Pronouns. 　1973 年 3 月 .
東京教育大学修士論文 .
2 「代名詞化について」  1975 年 3 月 .
『英語教育』Vol. XX Ⅲ , No.13, pp.72-77. 大修館 .
3  “On Backward Pronominalization.”1975 年 4 月 .
Studies in English Linguistics
 No. 3, pp.336-343.  朝日出版 .
4 「今井邦彦『変形文法の話』」（批評論文）  1976 年 12 月 .
『英文学研究』LIII, Nos.1&2, pp.235-240.  日本英文学会 .
5  “Remarks on the Phrase Structure Theory of Reflexives.” 1980 年 12 月 .
『宇都宮大学教育学部紀要』第 30 号第 1部 , pp.1-10.
6 「複合名詞句転移」 1992 年 1 月 .
『英語青年』第 137 巻第 10 号 , p.501  研究社 .
7 「複合名詞句転移について」 1992 年 3 月 .
『宇都宮大学教育学部紀要』第 42 号第 1部 , pp.15-23.
8 「英文誤訳の英語学的検討」 1996 年 4 月 .
『宇都宮大学教育学部附属教育実践研究指導センター紀要』第 19 号 , 
pp.180-187.
9 「Brown 大学言語資料における after，before，since の分布調査について（中
間報告）」 1997 年 3 月 .
『宇都宮大学教育学部紀要』第 47 号第 1部 , pp.9-20.
10 「未来を表す英語の進行形について」 1998 年 3 月 .
3『宇都宮大学教育学部紀要』第 48 号第 1部 , pp.13-23.
11 「時の since を含む文の相についての覚え書き」  1998 年 3 月 .
『外国文学』第 47 号 , pp.29-44.  宇都宮大学外国文学研究会 .
12 「ブラウンコーパスにおける after，before，since の時を表す用法のリスト」
1998 年 4 月 .
『宇都宮大学教育学部附属教育実践研究指導センター紀要』第 21 号 , 
pp. 90-100.
13 「英語と日本語の受け身文の派生（1）」2000 年 3 月 .
『宇都宮大学教育学部紀要』第 50 号第 1部 , pp.141-153.
14 “A Note on English Progressive Futurates.”2003 年 12 月 .
Empirical and Theoretical Investigations into Language: A Festschrift for Masaru 
Kajita, pp.85-94.  Kaitakusha.
15 「英語教育における英語学１」2006 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 29 号 , pp. 487-492.
16 「英語教育における英語学２」2007 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 30 号 , pp. 399-404.
17 「英語教育における英語学３」2008 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 31 号 , pp. 137-142.
18 「英語教育における英語学４」2009 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 32 号 , pp. 25-30.
19 「英語教育における英語学５」2010 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 33 号 , pp. 309-314.
20 「英語教育における英語学６」2011 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 34 号 , pp. 263-268.
21 「英語教育における英語学７」2012 年 7 月 .
『宇都宮大学教育学部教育実践総合センター紀要』第 35 号 , pp.305 -310.
［その他］
1 「平成 3 年度教科書調査研究助成研究報告書「A 研究」」1991 年 3 月 .  研究
代表者 .
『教科書の編集及び使用並びに教科書研究の改善に関する調査研究』7 章 
英語 , pp. 107-121.
